
年度 江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

昭和２８年度

 【平成18年4月1日区総人口】

◆上記の芸術文化活動をしている区民

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

《実施の根拠となる法令等》　

《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

江戸川区文化会に事業委託しています。

《その他》

そ
　
の
　
他

成
果
・
目
標
指
標

※江戸川区文化会：俳句等文化団体９連盟によって組織されています。

2,498千円

0.3人

0.0人

0.0人

【人件費と担当職員数】

3,200名 84,801名

事 業 名

事
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的
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・
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者
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活
動
指
標

経
費
の
概
要

所 属 名

3,115名

3,115名

　芸術文化の交流の機会を設けることによって、区民の幅広い参加を求め、豊かな区民生活の
創造と本区の芸術文化の発展・充実を図ります。
　江戸川区文化会と共催して、8部門（菊花展、華道展・茶会、川柳大会、美術展、書道展、総
合芸能祭、俳句大会、短歌大会）を開催しています。
　〔参考〕平成17年10月15日～11月12日開催（総合文化センター、タワーホール船堀）

(03) 5662-1628 (直通)

平成 18

日36
整理
番号

年18平成 6 20作成日 月

　江戸川区文化祭

教育委員会事務局 生涯学習課 推進係

150,000名

　区支出額11,159千円の22％を人件費が
占めています。
　その他、江戸川区文化会が5,127千円を負
担（参加費や各団体の連盟、広告収入など）
しています。
　総経費は、16,286千円です。
　

　
　観覧者の増加を図り、区民の方々の芸術文化への
理解深め、江戸川区の文化水準の向上を図ります。
 ※多くの区民に感心をもっていただくため、現在
の2倍の観覧者を目標としました。

16,286千円

　
　文化祭の参加者を増加させ、江戸川区の芸術文
化の充実と生涯学習活動の発展を図ります。
　※参加者が多くなることは望ましいことです
が、現在の会場規模からの増加を見込みました。

87,769名

（16年度）

3,060名

電話番号

660,914人

84,801名
（16年度）

 ① 参加者１人あたりは、5,162円です。
 ② 観覧者1人あたりは、   192円です。

文化祭の観覧者数

《事業の開始年度》

内
訳

17年度 17年度

17年
度

20年度
目　標

17年度
20年度
目　標

対 象 者

経費の説明

文化祭の参加者数成果・目標指標① 成果・目標指標②

文化祭の参加者数 文化祭の観覧者数活動指標①

17年度
事業実施経費

活動指標②

《事業の目的及び概要》
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そう思う そう思わない
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2 3
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9 3

10 3

 

 

　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

＊実施済み

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

 

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

36整理番号

所属名

 

事業名

　【必要性】

　江戸川区文化祭

所 管 課 長 評 価

教育委員会事務局 生涯学習課 推進係

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　本事業は区民が区民による伝統文化や芸術文化に触れ、さまざまな生活文化をつくりだす契機とすると
ともに豊かで多様な区民文化の創造を図ることを目的としており、既に事業開始以来、５４年目を迎えてお
ります。
　課題としては、参加者の増加を図ることであり、そのためには、各団体による新規参加者の募集導入や
魅力ある展示の工夫など具体かつ実効ある対応が求められます。今後とも、委託団体と十分に協議して
いく必要があります。

 

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。
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そう思う そう思わない
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○　区民の方々の芸術文化の発展があり、努力の成果の発表など生きがいの一つとなって、楽しみにし
ていると思う。
○　各地域でも、文化祭のような事業を実施している。バランスをとりながら、統合や連携の必要があるの
ではないか。

外部評価委員の意見

　【効率性】

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  

経費を削減できる可能性がある。  

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。  

民間事業者への委託等の可能性がある。 ＊実施済み

　【公平性】

対象者や実施回数等は適切である。  

受益者負担の額は適切である。  

目的を果たすために有効な事業である。  

成果が上がっている。  

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 36 事業名 　江戸川区文化祭

所属名 教育委員会事務局 生涯学習課 推進係

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

※評価欄の数字は、各項目の評価点です。

外 部 評 価 委 員 評 価

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

　【有効性】
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